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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンピュータで処理される窓表示方法であって、ユーザーからの文字入力を受け付けるた
めの文字入力窓と、情報を流して表示するためのティッカ表示窓とを、表示画面上の同じ
場所で切り替えて表示することを特徴とする、窓表示方法。
【請求項２】
　前記ティッカ表示窓の表示中にこのティッカ表示窓がポインティングデバイスのスイッ
チでクリックされたら、ティッカ表示窓から前記文字入力窓に切り替えて表示する、請求
項１に記載の窓表示方法。
【請求項３】
　切り替えスイッチを設け、このスイッチが前記ティッカ表示窓の表示中にポインティン
グデバイスのスイッチでクリックされたら、ティッカ表示窓から前記文字入力窓に切り替
えて表示するようにした、請求項１に記載の窓表示方法。
【請求項４】
　前記文字入力窓の表示中に文字入力窓への文字入力が所定時間経過しても為されない場
合には、文字入力窓を前記ティッカ表示窓に切り替えて表示する、請求項１に記載の窓表
示方法。
【請求項５】
　切り替えスイッチを設け、このスイッチが前記文字入力窓の表示中にポインティングデ
バイスのスイッチでクリックされたら、文字入力窓を前記ティッカ表示窓に切り替えて表
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示するようにした、請求項１に記載の窓表示方法。
【請求項６】
　前記ティッカ表示窓と共に全表示スイッチを設け、このスイッチがポインティングデバ
イスのスイッチでクリックされたら、前記ティッカ表示窓に表示仕切れていない部分を表
示するための全表示窓を表示する、請求項１に記載の窓表示方法。
【請求項７】
ユーザーからの文字入力を受け付けるための文字入力窓や、情報を流して表示するための
ティッカ表示窓を表示するための表示装置と、前記文字入力窓に文字入力を行なわせるた
めの入力装置と、前記文字入力窓や前記ティッカの表示を制御するための処理装置とから
構成され、この処理装置は前記文字入力窓と前記ティッカ表示窓とを、前記表示装置の表
示画面上の同じ場所で切り替えて表示するものであることを特徴とする、窓表示装置。
【請求項８】
　前記入力装置がポインティングデバイスを備え、このポインティングデバイスのスイッ
チで前記ティッカ表示窓の表示中にこのティッカ表示窓がクリックされたら、前記処理装
置は、ティッカ表示窓から前記文字入力窓に切り替えて表示する、請求項７に記載の窓表
示装置。
【請求項９】
　前記入力装置がポインティングデバイスを備え、前記処理装置は、切り替えスイッチを
表示しこのスイッチが前記ティッカ表示窓の表示中に前記ポインティングデバイスのスイ
ッチでクリックされたら、ティッカ表示窓から文字入力窓に切り替えて表示する、請求項
７に記載の窓表示装置。
【請求項１０】
　前記処理装置は、前記文字入力窓の表示中に文字入力窓への文字入力が所定時間経過し
ても為されない場合に、文字入力窓を前記ティッカ表示窓に切り替えて表示する、請求項
７に記載の窓表示装置。
【請求項１１】
　前記入力装置がポインティングデバイスを備え、前記処理装置は、切り替えスイッチを
表示してこのスイッチが前記文字入力窓の表示中に前記ポインティングデバイスのスイッ
チでクリックされたら、文字入力窓から前記ティッカ表示窓に切り替えて表示するように
した、請求項７に記載の窓表示装置。
【請求項１２】
　前記入力装置がポインティングデバイスを備え、前記処理装置は、前記ティッカ表示窓
と共に全表示スイッチを表示しこのスイッチが前記ポインティングデバイスのスイッチで
クリックされたら、前記ティッカ表示窓に表示仕切れていない部分を表示するための全表
示窓を表示する、請求項７に記載の窓表示装置。
【請求項１３】
　請求項１～６の何れか１に記載の窓表示方法をコンピュータに実行させるプログラム。
【請求項１４】
　請求項１～６の何れか１に記載の窓表示方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラムを記録した、コンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、文字入力窓とティッカ表示窓との２つの窓を、表示画面上の同じ場所で交互
に切り替えて表示することを可能にした窓表示方法、窓表示装置及び窓表示プログラムを
記録した記録媒体に関する。なおティッカとは、株価表示機や街角に設置されたニュース
報知機などの電光掲示板を模して、コンピュータなどが備える表示装置の表示画面上に各
種情報を表示するものである。
【０００２】
【従来の技術】
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コンピュータなどが備える表示装置の表示画面に文字入力窓を表示して、文字入力を可能
にする技術が知られている。文字入力窓は例えば表計算ソフトのセル入力用に、ＷＷＷ(W
orld Wide Web)などの検索エンジンに検索語を送るための検索語入力用に、ＷＷＷブラウ
ザのＵＲＬ(Uniform Resource Locator)アドレスの入力用に、インスタントメッセージン
グや掲示板のメッセージ入力用に、などとして表示される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
当発明者は、このような文字入力窓が四六時中利用されているものではないことに気付い
た。通常は空欄にされているか、前回入力した文字列が残されているか、前記ＷＷＷブラ
ウザのＵＲＬ入力窓のように現在表示中のＷＷＷページに係るＵＲＬが表示されているか
の何れかであり、普段はここが参照されることがあまりないのは、ここがあくまでも文字
入力時に必要な窓だからなのである。当発明者は、文字を入力しない時でもこの窓を活用
する手立てがあるのではないかと思考した。
【０００４】
他方コンピュータなどの表示装置の表示画面上にティッカ表示窓を表示して、お知らせや
ニュースなどを流す技術が知られている。文字通り文字を流すようにして表示するものや
、文字列を停止させて一定時間表示し、その後別内容の文字列に切り替えて表示するもの
などがある。このようなティッカ表示は娯楽や緊急時連絡などの受信に適しているため、
上述の文字入力窓と共に表示画面上に表示出来たら便利であると考えるが、表示画面は出
来るだけ広くして使いたいとする要望が多く、ただでさえ狭いと感じられる表示画面上で
は文字入力窓とティッカ表示窓とを並べて表示するようなスペースが取れないでいる。ま
たカスケード表示には欝陶しいものがある。
【０００５】
この発明は上述したような問題点に鑑み、文字入力窓の有効活用と場所を取らないティッ
カ表示を実現することを課題とするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段及び作用】
　上記課題は、ユーザーからの文字入力を受け付けるための文字入力窓と、情報を流して
表示するためのティッカ表示窓とを、表示画面上の同じ場所で切り替えて表示するように
することで達成される。文字入力を必要とする時には文字入力窓を表示しておけばよいし
、ティッカ表示を必要とする時にはティッカ表示窓を表示しておけばよい。これ等の窓は
同じ場所で切り替えて表示されるため、表示画面上のスペースを余分に占用するようなこ
とはないが、事実上文字入力窓とティッカ表示窓とを両方とも表示することが出来ると言
うことに成る。なおこれ等の窓は１行表示用でも複数行表示用でもよい。
【０００７】
次にティッカ表示窓の表示中にこのティッカ表示窓が選択されたら、ティッカ表示窓から
前記文字入力窓に切り替えて表示するようにすることが出来る。これによれば、文字入力
窓に対して文字入力をする必要が出た時には、いま表示されているティッカ表示窓を選択
するだけで文字入力窓に切り替わる。この選択は、入力装置の特定のキーを押した場合に
行なわれるように設定することが出来る。従って必要に応じてこのキーを押せば、ティッ
カ表示窓を文字入力窓に切り替えることが出来る。
【０００８】
またこの選択は、前記ティッカ表示窓がポインティングデバイスのスイッチでクリックさ
れたら、ティッカ表示窓から文字入力窓に切り替えて表示するようにすることが出来る。
また表示画面上に切り替えスイッチを表示し、このスイッチがポインティングデバイスの
スイッチでクリックされた場合には、ティッカ表示窓を文字入力窓に切り替えて表示する
ようにすることも出来る。ポインティングデバイスとしてはマウス、トラックボール、ジ
ョイスティック、タッチパッド、タッチパネル、ペン入力装置、デジタイザ等が任意に上
げられる。この内マウスはコンピュータの入力装置として一般的である。従って例えばマ
ウスの場合は、前者ではティッカ表示窓をクリックすればそこが文字入力窓に切り替わる
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ため、そのまま文字入力作業に進むことが出来る。また後者では切り替えスイッチと言う
分かり易いインターフェースを提供することが出来る。なお切り替えスイッチをトグルス
イッチにすれば、これをポインティングデバイスで選択する度に文字入力窓とティッカ表
示窓との表示が交互に行ない得るように成る。
【０００９】
次に前記文字入力窓の表示中に文字入力窓への文字入力が所定時間経過しても為されない
場合には、文字入力窓を前記ティッカ表示窓に切り替えて表示するようにすることが出来
る。すなわち放っておけば自然にティッカ表示窓に切り替わっていることに成り便利であ
る。所定時間は例えば１分間とか５分間などと言うように設定可能にしておくと都合がよ
い。なおこのティッカ表示窓に切り替える仕組みと上述した文字入力窓に切り替える仕組
みとの両方を備えたものとすることも可能である。
【００１０】
次に切り替えスイッチを設け、このスイッチが前記文字入力窓の表示中にポインティング
デバイスのスイッチでクリックされたら、文字入力窓を前記ティッカ表示窓に切り替えて
表示するようにすることが出来る。前記文字入力窓の表示中にティッカが見たくなった場
合には、意識的にこのスイッチを選択することによって、文字入力窓をティッカ表示窓に
切り替えて表示させることが出来る。なおこの切り替えスイッチをトグルスイッチにして
、文字入力窓からティッカ表示窓へ、またティッカ表示窓から文字入力窓へ、交互に繰り
返して切り替え得るようにすることが可能である。
【００１１】
次に前記ティッカ表示窓と共に全表示スイッチを設け、このスイッチがポインティングデ
バイスのスイッチでクリックされたら前記ティッカ表示窓に表示仕切れていない部分を表
示するための全表示窓を表示するようにすることが出来る。これは例えばティッカとして
１行ニュースを表示するものの場合、次々と送られて来るニュースを前記ティッカ表示窓
に表示すると、それ以外のニュースを見たくとも見られないと言うことが起こる。そこで
全表示窓に複数のニュースを表示するようにするのである。あるいは長文になるニュース
の全部をこの全表示窓に表示するようにしてもよい。なおこの全表示窓内の表示からＷＷ
Ｗページなどへリンクが張られているような場合に、ここをポインティングデバイスのス
イッチでクリックしたら、このリンク先にある情報を表示するようにすることが可能であ
る。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施形態を図面に基づいて説明するが、この発明はこれ等の実施形態に
限定されない。
【００１３】
（第１実施形態）
この実施形態は窓表示装置に関するものであり、図１はこの窓表示装置の全体構成を示す
。処理装置１は文字入力表示部１０とティッカ表示部１１とを含み、入力装置１２と表示
装置１３とが接続されている。入力装置１２はキーボードとマウスとからなり（図示せず
）、図２で示すような在庫管理用の一覧表２に対する入力を受け付ける。この一覧表２は
セル２０と文字入力窓２１とティッカ表示窓２２とから成り、文字入力窓２１は文字入力
表示部１０が作り出し、ティッカ表示窓２２はティッカ表示部１１が作り出すが、図３の
ように文字入力窓２１とティッカ表示窓２２とは同じ位置で表示替えされるように処理装
置１により処理され、表示装置１３で表示される。
【００１４】
この実施形態の窓表示装置では、図３で示すように入力装置１２のキーボードのＣＴＲＬ
キー１４を押しながら文字入力窓２１にマウスポインタ３を合わせてクリックすることで
、処理装置１は同じ場所にティッカ表示窓２２を表示する。次にこのティッカ表示窓２２
にマウスポインタ３を合わせてクリックすると文字入力窓２１を表示する。選択されてい
るセル２０に文字数字を書き込む場合にはこの文字入力窓２１に入力する。これに対して
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操作説明や注意事項を見たい場合にはティッカ表示窓２２を表示させる。なおティッカ表
示窓２２が表示されている状態で、マウスポインタ３を任意のセル２０に合わせてクリッ
クしても、処理装置１はティッカ表示窓２２を文字入力窓２１に置き替える処理を行なう
ように設計されている。またティッカ表示窓２２に表示する内容はティッカ表示部１１に
記録されている。
【００１５】
（第２実施形態）
次に図１の処理装置１をＣＰＵ４を用いて実現した場合のハードウェア構成を図４に示す
。なお処理装置１はＣＰＵ４を用いることなくハードウェアロジックによって構成しても
よい。またこの実施形態で特徴的なことはモデム４２を介してインターネットに接続され
、ブラウザプログラム５１によってＷＷＷを閲覧するものであり、このブラウザプログラ
ム５１内の窓表示プログラム５２がＷＷＷブラウザ６のアドレス入力窓６０の位置に、こ
のアドレス入力窓６０とティッカ表示窓６１とを表示替えによって一時には何れか一方を
表示する点にある。なおこの表示替えのトリガーは、アドレス入力窓６０の右側に設けた
トグルスイッチ６２をマウスポインタ３でクリックすることである。
【００１６】
図４に於いてＣＰＵ４にはメモリ４０、記憶装置であるハードディスク４１、インターネ
ットとの接続装置であるモデム４２、入力装置であるキーボード及びマウス１２、表示装
置であるディスプレイ１３、ＣＤ－ＲＯＭドライブ４３が接続されている。またハードデ
ィスク４１にはオペレーティングシステム（ＯＳ）５、通信プログラム５０、窓表示プロ
グラム５２を含むブラウザプログラム５１が記録されている。この窓表示プログラム５２
などはＣＤ－ＲＯＭドライブ４３を介して、ＣＤ－ＲＯＭ４４からインストールされたも
のである。
【００１７】
ブラウザプログラム５１を起動すると、図５で示すように、ディスプレイ１３にはＷＷＷ
ブラウザ６が表示される。前記アドレス入力窓６０にキーボード１２からＵＲＬアドレス
を入力してリターンキーを押すと、該当するＷＷＷページを読み込んで表示する。さて前
記トグルスイッチ６２をマウスポインタ３で指してクリックすると、窓表示プログラム５
２は文字入力窓であるアドレス入力窓６０が表示されていた場所にティッカ表示窓６１を
表示する。トグルスイッチ６２をもう一度クリックすると、窓表示プログラム５２はティ
ッカ表示窓６１が表示されていた場所にアドレス入力窓６０を表示する（図６）。なおこ
のティッカ表示窓６１にここではニュースを表示しているが、このニュースは窓表示プロ
グラム５２が所定のサーバからダウンロードして表示するように成っている。
【００１８】
前記トグルスイッチ６２を実現する窓表示プログラム５２の一例を図７を用いて表わすと
、トグルスイッチ６２が押された回数が奇数か偶数かで処理を分け、奇数の場合にアドレ
ス入力窓６０を、偶数の場合にティッカ表示窓６１を表示するようにしている。すなわち
０をｉに代入して初期化し（ステップＳ１）、最初にアドレス入力窓６０を表示しておく
（ステップＳ２）。而して次からがトグル処理を行なうループと成るが、まずｉ＝０とし
（ステップＳ３）、ｉが奇数か否かを判断し（ステップＳ４）、奇数の場合にはアドレス
入力窓６０に表示替えをし（ステップＳ５）、偶数の場合にはティッカ表示窓６１に表示
替えをし（ステップＳ６）、トグルスイッチ６２にマウスポインタ３を合わせてのクリッ
ク操作が行なわれるのを待ち（ステップＳ７）、クリックされたらステップＳ３に戻りｉ
に１を加算する。従ってトグルスイッチ６２がクリックされる毎に窓表示プログラム５２
は、アドレス入力窓６０とティッカ表示窓６１とを同じ場所で交互に入れ替えて表示する
のである。
【００１９】
（第３実施形態）
次に図８は第３実施形態のハードウェアの部分構成図であり、ハードディスクにはブラウ
ザプログラム５１が記録されているが、これにプラグインする形の、窓表示プログラム５
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４を含むツールバープログラム５３が記録されている。このツールバープログラム５３を
起動すると、図９で示すように、ブラウザ６のアドレス入力窓６０の下にツールバー７が
並んで表示される。
【００２０】
ツールバー７には検索語入力窓７１と検索ボタン７０とが設けられているが、窓表示プロ
グラム５４はキーボードからの入力が所定の時間経過してもない場合に、ティッカ表示窓
７３に切り替えて表示するように動作する。この状態を図９で表わす。このティッカ表示
窓７３を検索語入力窓７１に切り替えて表示させるには、マウスポインタ３をティッカ表
示窓７３に合わせてクリックする（図１０を参照）。次に検索語入力窓７１に検索語をキ
ーボードから入力してその右側に表示されている検索ボタン７０にマウスポインタ３を合
わせてクリックすると、ツールバープログラム５３はこの検索語を所定のＷＷＷの検索エ
ンジンへ送る。なお符号７２は検索語入力窓７１に入力して検索した検索語の履歴を表示
させるための検索履歴表示ボタンを指す。ここでは履歴に残すものを実際に検索ボタン７
０をクリックした検索語に限っている。また符号７４はティッカ表示窓７３に表示された
ニュースなどが狭い範囲である場合により広い範囲を表示させるための全表示ボタンを指
す。この全表示ボタン７４をクリックするとティッカ表示窓７３の下にティッカ全表示窓
７５が開いて、ここにティッカ表示窓７３では表示仕切れていない部分を含めた内容が表
示される。この状態は前記切り替え表示の説明の際に用いた図１０に被せて表わされてい
る。
【００２１】
窓表示プログラム５４の処理手順の一例を図１１及び図１２を用いて表わす。文字入力窓
としての検索語入力窓７１が表示された状態でまずタイマーを初期化し（ステップＳ８）
、検索語入力窓７１への入力を待ち（ステップＳ９）、何も入力が為されないままにタイ
マーに設定された時間が経過するか否かを監視して（ステップＳ１０）、この時間を過ぎ
てしまった場合にはティッカ表示窓７３の表示に切り替える（ステップＳ１１）。なお設
定時間内に入力があった場合にはステップＳ８へ、入力がないものの設定時間を過ぎてい
ない内はステップＳ９へループする。するとこのティッカ表示窓７３には、ツールバープ
ログラム５３が所定のサーバからダウンロードしたニュースなどが表示される。このティ
ッカ表示窓７３が表示された状態でこのティッカ表示窓７３へのクリックを待ち（ステッ
プＳ１２）、クリックされたならば（ステップＳ１３）、検索語入力窓７１の表示に切り
替える（ステップＳ１４）。検索語入力窓７１が表示される際にはその左側に「Ｓｅａｒ
ｃｈ」表示が為され、ティッカ表示窓７３が表示される際にはその左側に「Ｔｉｃｋｅｒ
」表示が為される。なお更にティッカ表示窓７３の表示中に検索ボタン７０がクリックさ
れたら検索語入力窓７１に表示切り替えをするようにする設定も可能である。
【００２２】
（第４実施形態）
この実施形態は当発明者が特開２０００－１２２７７４、２０００－２００２７７、２０
００－３１１０４０で開示した技術を活用したものである。すなわちマウスなどのポイン
ティングデバイスで範囲指定した文字列の上をクリックすると、この文字列を例えばＷＷ
Ｗの検索エンジンに送る、と言うものである。なお範囲指定した文字列から外れてクリッ
クした場合には、この指定は解消される。この機能を活用して、文字列を範囲指定すると
この指定文字列３０がツールバー７の検索語入力窓７１内に自動的に入力されるようにし
た。従ってマウスで任意の文字列を指定してその上をクリックすると、この検索語がＷＷ
Ｗブラウザ６を介して所定のＷＷＷの検索エンジンへ送られる。なお検索語は送信前に、
必要に応じて検索語入力窓７１で編集することが出来る。また符号７２は検索履歴表示ボ
タンを指す。
【００２３】
図１３はＷＷＷブラウザ６の一部を表わしたものであるが、ブラウザ６のアドレス入力窓
６０の下にこのツールバー７が並んで表示されている。ツールバー７は窓表示機能を有し
てＷＷＷブラウザ６にプラグインされて成る。



(7) JP 4143913 B2 2008.9.3

10

20

30

40

50

【００２４】
ツールバー７には文字入力窓としての検索語入力窓７１と検索ボタン７０とが設けられて
いるが、窓表示プログラムはキーボードからの入力が所定の時間経過してもない場合に、
ティッカ表示窓に切り替えて表示するように動作する（ここでは図示せず）。このティッ
カ表示窓を検索語入力窓７１に切り替えて表示させるには、マウスポインタ３をティッカ
表示窓に合わせてクリックするか、またはＷＷＷブラウザ６の表示画面上で任意の文字列
をマウスで範囲指定する（指定した文字列が反転表示され、指定文字列３０が切り替わっ
た検索語入力窓７１内に表示される）。
【００２５】
窓表示プログラムの処理手順の一例を図１４を用いて表わす。ティッカ表示窓７３が表示
された状態でマウスによる文字列の指定が行なわれたら（ステップＳ１５）、検索語入力
窓７１の表示に切り替え（ステップＳ１６）、検索語入力窓７１に指定文字列を書き込む
（ステップＳ１７）。なおこの指定文字列３０の上を（指定範囲内に限る）マウスポイン
タ３でクリックするか、または検索ボタン７０にマウスポインタ３を合わせてクリックす
ると（何れのクリック操作も第１ボタンによる）、ツールバープログラム５３はこの検索
語を所定のＷＷＷの検索エンジンへ送る。なお指定文字列３０の範囲指定を解除するには
この指定文字列３０を外してクリックすればよい。
【００２６】
さて図１５に於いて、符号７７はティッカ表示窓７３に表示されたニュース等の履歴を表
示させるためのティッカ履歴表示窓を指す。マウスポインタ３を合わせてティッカ履歴表
示ボタン７６をクリックすると、ティッカ表示窓７３の下にティッカ履歴表示窓７７が表
示される。ここにはティッカ履歴が１件毎にリンク表示部７８を伴なってクリック可能に
表示される。従ってこのリンク表示部７８の何れをクリックしても、対応するリンク先の
ファイルの取得依頼がＷＷＷブラウザ６を介して送信される。すなわちティッカ表示窓７
３が表示された状態で、その右側に表示されているティッカ履歴表示ボタン７６のクリッ
クが為されたら（ステップＳ１８）、ティッカ履歴表示窓７７を表示する（ステップＳ１
９）。このティッカ履歴表示窓７７内のリンク表示部７８をクリックすると（ステップＳ
２０）、ツールバー７は結果的にＷＷＷブラウザ６にこのリンク先のファイルの画面表示
を行なわせる（ステップＳ２１）。なおこのティッカ履歴表示ボタン７６も前記全表示ス
イッチの一種であるが、ここでは全表示とはティッカ履歴の表示を意味する。
【００２７】
（第５実施形態）
図１８はこの実施形態のサーバ側のハードウェアの部分構成図であり、図１９及び図２０
はクライアントコンピュータ側の表示装置１３の表示画面を表わす。この実施形態の窓表
示プログラムはＷＷＷ上で動作する掲示板を提供するサーバ側のプログラムに係るもので
ある。
【００２８】
サーバの記憶装置には、サーバプログラム８の他に、窓表示プログラム８１を含むＷＷＷ
掲示板プログラム８０が記録されている。クライアントコンピュータからＷＷＷ掲示板プ
ログラム８０（ここではｂｂｓ．ｃｇｉ）が指定されると、この送信結果がクライアント
コンピュータの表示装置１３に表示される。図１９では上段に掲示板書込み窓９が、下段
に掲示板表示窓９０がフレーム分けされて表示されている。前記掲示板書込み窓９での表
示替えは窓表示プログラム８１が担当している。
【００２９】
このＷＷＷ掲示板プログラム８０の処理手順は図示していないが、最初に掲示板書込み窓
９を提示した時には、図２０のように、書込み窓９２と書込みボタン９１とが表示装置１
３に表示される。また掲示板表示窓９０に対してはこれまでに書き込まれたメッセージを
提示する。しかしながら窓表示プログラム８１は、この書込み窓９２に所定時間何も書き
込みが行なわれない場合には、図１９のように、書込み窓９２をティッカ表示窓９４に置
き換えて、また書込みボタン９１を表示替ボタン９３に置き換えて提示する。またこの際
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に書込み窓９２の左上の「掲示板モード」という表示を「ティッカモード」という表示に
置き換える共に前記ティッカ表示窓９４に向けてニュースなどを送信する。なおこのティ
ッカ表示窓９４では複数行に亘るティッカ表示を可能としている。この表示を「掲示板モ
ード」に戻すには、表示替ボタン９３にマウスポインタ３を合わせてクリックさせる。「
掲示板モード」に於いては、書込み窓９２にメッセージを書き込んで書込みボタン９１を
クリックさせることで、このメッセージを受け取り、これを掲示板表示窓９０に追記して
クライアントコンピュータに送信する。
【００３０】
（その他）
この発明は文字入力窓とティッカ表示窓とを備えているが、文字入力窓への入力を表示装
置１３に表示したバーチャルキーボードから行なえるようにしたり、マイクを備えて音声
入力によって行なえるようにするなど自由である。ティッカ表示窓での表示に関しては、
ニュースなどをｐｕｌｌして表示するタイプのものやｐｕｓｈしてもらって表示するタイ
プのものなど自由である。またこの発明はインスタントメッセージングソフトやフラッシ
ュ（商標）動画などに組み込むことが可能であり、これ等もまたこの発明の権利範囲内の
ものである。前記２つの窓の切り替えをアニメーション表示にしたり、切り替え時に音を
出すような工夫が可能である。あるいは複数の文字入力窓や複数のティッカ表示窓を扱う
ようにすることが出来る。
【００３１】
【発明の効果】
　以上この発明の窓表示では、ユーザーからの文字入力を受け付けるための文字入力窓と
、情報を流して表示するためのティッカ表示窓とを、表示画面上の同じ場所で切り替えて
表示するようにしている。必要に応じて文字入力窓を表示し、文字入力の必要がない場合
にはティッカ表示窓を表示可能にするのである。
【００３２】
この結果、文字入力窓の有効活用と場所を取らないティッカ表示とを実現することに成功
しており、これにより享受出来る産業上の利益には極めて大きいものがある。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態のブロック図。
【図２】表示装置１３の表示画面を表わす説明図。
【図３】窓の切り替え状態を表わす説明図。
【図４】第２実施形態のＣＰＵを用いた場合のハードウェア構成図。
【図５】表示装置１３の表示画面を表わす説明図。
【図６】窓の切り替え状態を表わす説明図。
【図７】窓表示処理のフローチャート。
【図８】第３実施形態のハードウェア構成図。
【図９】表示装置１３の表示画面を表わす説明図。
【図１０】窓の切り替え状態とティッカ全表示窓７５とを表わす説明図。
【図１１】ティッカ表示窓の表示処理のフローチャート。
【図１２】文字入力窓の表示処理のフローチャート。
【図１３】第４実施形態のＷＷＷブラウザを表わす説明図。
【図１４】文字入力窓の表示処理のフローチャート。
【図１５】ツールバーのティッカ履歴表示窓７７を表わす説明図。
【図１６】履歴表示窓の表示処理のフローチャート。
【図１７】リンク先画面の表示処理のフローチャート。
【図１８】第５実施形態のサーバの一部ハードウェア構成図。
【図１９】クライアントコンピュータの表示装置１３の表示画面を表わす説明図。
【図２０】同一部画面を表わす説明図。
【符号の説明】
１　　処理装置
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１０　文字入力表示部
１１　ティッカ表示部
１２　入力装置
１３　表示装置
１４　ＣＴＲＬキー
２　　一覧表
２０　セル
２１　文字入力窓
２２　ティッカ表示窓
３　　マウスポインタ
３０　指定文字列
４　　ＣＰＵ
４０　メモリ
４１　ハードディスク
４２　モデム
４３　ＣＤ－ＲＯＭドライブ
４４　ＣＤ－ＲＯＭ
５　　ＯＳ
５０　通信プログラム
５１　ブラウザプログラム
５２　窓表示プログラム
５３　ツールバープログラム
５４　窓表示プログラム
６　　ＷＷＷブラウザ
６０　アドレス入力窓
６１　ティッカ表示窓
６２　トグルスイッチ
７　　ツールバー
７０　検索ボタン
７１　検索語入力窓
７２　検索履歴表示ボタン
７３　ティッカ表示窓
７４　全表示ボタン
７５　ティッカ全表示窓
７６　ティッカ履歴表示ボタン
７７　ティッカ履歴表示窓
７８　リンク表示部
８　　サーバプログラム
８０　ＷＷＷ掲示板プログラム
８１　窓表示プログラム
９　　掲示板書込み窓
９０　掲示板表示窓
９１　書込みボタン
９２　書込み窓
９３　表示替ボタン
９４　ティッカ表示窓
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